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「
こ
ど
も
署
名
、
支

部
交
渉
な
ど
、
運
動

が
実
り
ま
し
た
」 

 

新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫

県
本
部 

桜
井
文
子
事

務
局
長 

今
、
多
く
の
女
性

が
、
「
安
心
し
て
子

育
て
し
た
い
。
い
き

い
き
く
ら
し
た
い
」

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
「
夫
の

収
入
が
激
減
し
た
」

「
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ

た
」
な
ど
、
と
り
わ

け
、
子
育
て
世
代
に

経
済
的
・
精
神
的
負

担
が
重
く
の
し
か

か

っ

て

い

ま

す
。

「
子
ど
も
が
病
気
に

な
っ
て
、
ま
ず
財
布

の
中
身
を
気
に
し
て

し
ま
う
」
、
「
治
療

費
、
薬
代
は
大
変
な

出
費
」
と
、
医
療
費

や
、
予
防
接
種
費
、

保
育
料
な
ど
な
ど
、

「
安
心
し
て
子
ど
も

を
２
人
、
３
人
産
む

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
不
安
の
中

で
、
懸
命
に
子
育
て
を
し
て
い
ま

す
。 私

た
ち
は
長
年
、
国
や
県
に
対
し

て
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
強
く

求
め
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
か

ら
は
、
子
育
て
会
員
・
赤
ち
ゃ
ん
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
県
と
の
交
渉
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
こ
ど

も
署
名
」
の
取
り
組
み
や
、
知
事
選

挙
で
は
「
県
政
○×

紙
芝
居
」
を
赤

ち
ゃ
ん
・
リ
ズ
ム
小
組
で
広
げ
る
な

ど
、
「
義
務
教
育
終
了
ま
で
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
を
」
と
全
県
下
で

す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

知
事
選
挙
直
後
の
県
交
渉
に
は
、

親
子
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
総
勢
四
十
人

が
参
加
。
若
い
マ
マ
達
が
「
海
底
ト

ン
ネ
ル
に
７
０
０
０
億
円
か
け
る
の

に
、
な

ぜ

医

療

費

を

上

げ

る

の
？
」
、
「
空
港
や
道
路
、
大
型
事

業
に
お
金
を
か
け
る
の
で
な
く
、
子

育
て
に
も
っ
と
光
を
あ
て
て
ほ
し

い
」
と
県
に
要
求
を
つ
き
つ
け
て
い

ま
す
。
西
宮
支
部
は
、
赤
ち
ゃ
ん
・

リ
ズ
ム
会
員
の
要
求
カ
ー
ド
を
１
０

０
枚
以
上
も
束
ね
て
た
た
か
う
中
、

新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部 

岸
本
友
代
会
長 

「
若
い
世
代
は
非
常
に
生
活
が
苦

し
い
で
す
。
同
じ
兵
庫
県
内
で
も

住
ん
で
い
る
自
治
体
に
よ
っ
て
と

て
も
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
ど

こ
の
市
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
一
日

も
早
く
兵
庫
県
独
自
の
助
成
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
の
制
度
化
を

望
み
ま
す
」 

子
育
て
世
代
の
声 

２
歳
８
カ
月
の
子
ど
も
を
も
つ
、

神
戸
市
垂
水
区
の
里
山
美
穂
さ
ん 

「
入
院
費
が
無
料
に
な
っ
て
う
れ

し
い
で
す
が
、
通
院
回
数
の
方
が

多
い
の
で
、
神
戸
も
通
院
費
を
ぜ

ひ
、
無
料
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」 

運
動
が
実
っ
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
広
が
る 

 

県
下
の
市
町
が
、
兵
庫
県
の
福
祉
医
療
制
度
に
上
乗
せ
し
て
、
独
自
の

助
成
を
拡
充
し
、
２
４
市
町
が
中
３
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
化
し

て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
世
論
と
運
動
で
か
つ
て
な
い
勢
い
で
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
拡
充
が
広
が
っ
て
、
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

西
宮
市
、
小
野
市
、
福
崎
町
で
は
、
通
院
に
つ
い
て
も
中
３
ま
で
無
料

で
、
通
院
・
入
院
と
も
に
中
３
ま
で
無
料
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

自
治
体
に
よ
り
対
象
は
異
な
り
ま
す
が
、
通
院
・
入
院
と
も
に
無
料
制

度
を
実
施
に
し
て
い
る
の
は
全
市
町
の
９
割
に
及
ん
で
い
ま
す
。 

「安心して子育てしたい」と行われた新日本婦人の会の県交渉（２００９年７月１４日） 

県
下
で
は
い
ち
早
く
「
通
院
・
入
院

費
と
も
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
」
を

実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

「
県
政
も
自
治
体
も
、
声
を
あ
げ

れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」

と
子
育
て
世
代
や
会
員
の
大
き
な
喜

び
と
確
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

通院無料「小３」「就学前」が６割 

入院無料「中３まで」が６割 

自
治
体
ご
と
の
制
度
は
「
憲
法
県
政
の
会
」

ブ
ロ
グ
（
五
月
五
日
）
に
ア
ッ
プ 



 

兵
庫
県
の
新
年
度
予
算
は
、
運
動

が
実
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

「
新
行
革
」
で
福
祉
や
教
育
を
削

り
、
大
企
業
応
援
、
高
額
な
高
速
道

路
な
ど
の
む
だ
を
続
け
る
基
本
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

県
経
済
を
ゆ
が
め
て
い
る
大
企

業
応
援 

 

大
企
業
が
中
心
の
「
企
業
立
地
補

助
」
予
算
は
３
７
億
円
。
県
は
、

「
（
企
業
立
地
補
助
開
始
以
来
の
）

７
年
間
で
・
・
約
３
万
人
の
雇
用
が

予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
本
県
経
済

に
大
い
に
貢
献
」
（
２
月
議
会
本
会

議
）
と
言
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
総
額
２
１
８
億
円
（
尼

崎
・
姫
路
工
場
の
合
計
。
予
定
も
含

む
）
の
県
の
補
助
金
を
受
け
る
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
が
、
姫
路
工
場
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ

ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
）
の
稼
働
に

あ
た
っ
て
募
集
し
て
い
る
の
は
、
正

社
員
で
は
な
く
、
「
３
カ
月
更
新
・

最
長
３
年
」
の
派
遣
社
員
１
０
０
名

で
す
。 

 

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
７
年
の

間
に
、
民
間
法
人
企
業
所
得
は
２
・

４
倍
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
県
下
の

働
く
人
の
給
料
は
逆
に
９
５
％
に
目

減
り
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
大
企
業
応

援
は
、
「
貢
献
」
ど
こ
ろ
か
県
経
済

を
ゆ
が
め
て
い
る
の
で
す
。 

 
 「

お
金
の
心
配
な
く
学
び
た
い
」 

 

公
立
高
校
の
授
業
料
が
実
質
無
償

化
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
学
枠
が
限
ら

れ
て
い
る
な
か
、
私
立
高
校
に
通
う

約
３
割
の
高
校
生
と
そ
の
家
庭
は
、

年
間
数
十
万
円
も
の
学
費
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
は
、
今
年
度
か
ら
私
立
の
生
徒

に
１
２
万
円
の
就
学
支
援
金
（
低
所

得
者
は
２
４
万
円
）
を
支
給
。
加
え

て
、
１
１
都
府
県
が
、
上
乗
せ
支
援

を
充
実
し
、
私
立
高
校
生
へ
の
学
費

支
援
予
算
を
増
や
し
ま
し
た
（
表
参

照
）
。 

 

と
こ
ろ
が
、
兵
庫
県
は
逆
に
、
１

２
億
円
の
予
算
を
今
年
度
６
億
円
に

半
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
お
金

の
心
配
な
く
学
び
た
い
」
の
声
に
そ

む
き
な
が
ら
、
大
企
業
に
は
補
助

金
。
応
援
す
る
相
手
が
間
違
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

二
月
十
七
日
、
「
憲
法
県
政
の

会
」
は
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で
第

五
回
総
会
を
開
き
、
五
十
八
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
〇
九

年
知
事
選
挙
か
ら
七
ヶ
月
以
上

た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
選
挙
戦
を

思
い
起
こ
し
、
感
動
と
連
帯
感
が

深
ま
る
場
に
な
り
ま
し
た
。 

石
川
康
宏
代
表
幹
事
は
、
知
恵

と
力
で
五
十
万
票
を
得
た
が
、
勝

つ
た
め
に
も
っ
と
力
が
必
要
だ
と

熱
い
あ
い
さ
つ
。
北
川
伸
一
事
務

局
長
代
行
は
「
十
一
年
ぶ
り
の
候

補
擁
立
」
で
「
陣
営
は
燃
え
た
」
と

報
告
し
、
「
政
権
交
代
し
て
も
オ
ー

ル
与
党
の
兵
庫
県
政
」
に
対
す
る
た

た
か
い
の
方
針
や
、
規
約
・
役
員
を

提
案
し
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
を
ふ
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

の
あ
と
、
知
事
候
補
と
し
て
奮
闘
し

た
田
中
耕
太
郎
代
表
幹
事
が
、
出
馬

へ
の
経
過
や
選
挙
運
動
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
現
在
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。 

各
団
体
や
、
地
域
の
会
か
ら
積
極

的
な
発
言
の
あ
と
、
提
案
さ
れ
た
議

案
を
採
択
し
ま
し
た
。 

明石の会「生産者とともに農業問題を学習」 
３月下旬、憲法県政明石の会は、「農業のことを知る会」

を開きました。 

「会」では、２人の生

産者が実態報告。コメ

作りの中島努さんの

「ペットボトル３５０

mlの水が１２０円、ほ

ぼ同じ量の２合の米は

６０円。時間労賃は２

００円以下」という話

にはびっくりの連続でした。「それでも『先祖伝来の土地を守

りたい』」と熱く話をされました。 

 畜産の村上厚夫さんは、「オスの乳牛を肉用に肥育します。

１０万円の子牛を１年で２倍半にして３０万円で売るが、えさ

代がかかり４万５千円の補助でもトントンで、黒毛和牛の農家

は１０万円の補助でも１０万円の赤字となる」と言います。 

 兵庫農民連の上野信行事務局長は民主党の農業政策に触れ、

コメの「戸別所得補償」の低さや、「食料主権」を放棄する恐

れがあると告発しました。この会を通じて「農業を守れ、都市

農業を守れ」の共感が生まれました。 

逆
立
ち
し
た
兵
庫
県
の
新
年
度
予
算 

〜
大
企
業
に
は
補
助
金
、
私
学
高
校
生
支
援
は
半
減 

「
憲
法
県
政
の
会
」
第
５
回
総
会
総
会 

民
間
法
人
企
業
所
得
は
２
・
４
倍
に
、 

働
く
人
の
給
料
は
９
５
％
に 

2010年度

当初予算案

前年度比で

増えた金額

東京都 43億3700万円 9億5700万円

福井県 9500万円 200万円

山梨県 2100万円 200万円

京都府 9億8500万円 8億8500万円

大阪府 65億1600万円 1700万円

和歌山県 2400万円 300万円

広島県 5億7200万円 6700万円

高知県 1200万円 700万円

福岡県 10億8600万円 1億8900万円

大分県 4100万円 700万円

沖縄県 500万円 300万円

兵庫県 6億2200万円 ▲5億9000万円

■新年度予算で私立高校生の学費支援を
増やした都府県　（文部科学省調べ）

※予算額には、授業料以外の減免補助を含む場合もある。


